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鷹山宇一記念美術館友 の 会会報
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第

号
112

「
薔
薇
」

カ
ナ
で
書
く
と
な
ん
と
も
味
気
な
い
が
、
「
檸
檬
」
「
葡
萄
」

「
菫
」
「
薔
薇
」
な
ど
は
な
ん
と
優
雅
で
節
度
の
あ
る
上
品
な

書
体
で
あ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
「
薔
薇
」
は
字
を
見
た
だ
け
で
、

ロ
コ
コ
調
の
華
や
か
な
文
化
の
香
り
が
ほ
の
か
に
匂
い
立
っ
て

く
る
。
色
彩
も
、
「
幼
い
少
女
の
ピ
ン
ク
の
ド
レ
ス
」
、
「
純

白
の
花
嫁
」
、
「
ル
ー
ジ
ュ
を
ひ
い
た
文
明
開
化
時
の
貴
婦

人
」
と
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
で
く
る
。
高

貴
で
艶
や
か
な
薔
薇
の
花
に
、
郷
愁
漂
う
孤
独
な
姿
を
見
い
だ

す
の
も
楽
し
み
な
美
の
発
見
で
あ
る
。

（
「
作
家
と
薔
薇
」
展
に
よ
せ
て

鷹
山
宇
一
）

現
在
開
催
中
の
秋
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
中
か
ら
鷹
山
の
描
い
た

「
薔
薇
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
早
春
賦
」
、「
夜
明
け
の
静
物
」ど
ち
ら

も1
9
9
0

年
、
鷹
山

歳
の
時
の
作
品
で
す
。
深
い
緑
を
基
調
と
し
た

82

背
景
に
現
れ
る
の
は
、
山
並
み
や
都
会
の
建
物
の
シ
ル
エ
ッ
ト
。
手
前
に

は
色
と
り
ど
り
の
花
や
果
物
、そ
の
間
を
蝶
が
飛
び
交
い
ま
す
。

絵
具
が
濁
ら
な
い
よ
う
に
、
描
い
て
は
拭
き
取
る
と
い
う
工
程
を
繰

り
返
し
造
り
上
げ
ら
れ
た
透
明
感
あ
ふ
れ
る
密
度
の
高
い
マ
チ
エ
ー

ル
が
、
幻
想
の
世
界
へ
と
導
き
ま
す
。
着
実
な
デ
ッ
サ
ン
力
で
描
か
れ
た

花
、
蝶
、
果
物
が
幻
想
空
間
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
不
思
議
な
感
覚

に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
花
や
果
物
。
そ
の
中
で
も
存
在
感
を
放
つ
大
輪
の

「
薔
薇
」
。
鷹
山
の
作
品
に
は
大
作
小
品
に
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の
作
品

に
薔
薇
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
郷
愁
漂
う
孤
独
な
姿
」と
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
と
技
法
は
変
わ
っ

て
も
、
一
貫
し
て
独
自
の
世
界
観
を
追
及
し
続
け
、
唯
一
無
二
の
存

在
感
と
輝
き
を
放
っ
た
鷹
山
自
身
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員

遠
藤
未
奈
子
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か
ら

よ
う
や
く
秋
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
良

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
で
は
、
や

や
一
ヶ
月
「
常
設
展
」
を
開
催
し
て
い
ま

、

す
。
多
く
の
方
々
が
お
出
掛
け
し
た
く
な

る
季
節
は
、
大
概
特
別
展
を
開
催
し
て
い

る
当
館
で
す
の
で
、
こ
の
良
い
季
節
に
久

々
の
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

と
な
り
ま
し
た
。

派
手
で
迫
力
満
点
の
特
別
展
も
魅
力
的

で
す
が
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
常
設
展
に
は
、

日
々
の
喧
噪
か
ら
離
れ
、
落
ち
着
い
て
、

自
分
だ
け
の
時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

、

。

き
る

そ
ん
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す

秋
の
ひ
と
と
き
を
是
非
こ
の
常
設
展
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
絵
画
室
１
・
２
】

鷹
山
宇
一
作
品
は
も
と
よ
り
、
鷹
山
宇

一
と
親
交
の
深
い
二
科
会
の
重
鎮
た
ち
の

。

、

作
品
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

織
田
廣
喜

月
舘
れ
い
を
は
じ
め
、
鷹
山
賞
児
童
作
品

展
で
も
審
査
員
長
を
務
め
る
濱
田
進
の
油

彩
・
水
彩
画
、
そ
し
て
、
初
公
開
と
な
る

鷹
山
宇
一
秘
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、

東
郷
青
児
、
岡
本
太
郎
ら
戦
後
の
二
科
会

を
牽
引
し
た
画
家
た
ち
の
色
紙
を
特
別
展

示
し
て
い
ま
す
。

【
絵
画
室
３
】

ま
と
ま
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
大

変
貴
重
な
中
井
昌
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

渡
辺
貞
一
の
油
彩
画

点
、
昨
年
開
催
し

15

た
特
別
展
で
画
家
の
品
格
が
再
評
価
さ
れ

た
戸
村
春
樹
の
メ
ゾ
チ
ン
ト

点
を
ご
紹

20

介
し
て
い
ま
す
。
青
森
県
が
誇
る
二
大
作

家
の
作
品
で
あ
の
感
動
を
再
び
！

【
ス
ペ
イ
ン
民
芸
資
料
館
】

当
館
収
集
作
家
で
あ
る
鳥
谷
幡
山
、
平

野
四
郎
、
上
泉
華
陽
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
秋
は
冷
酒
を
片
手
に
軸
装
の
日

本
画
を
眺
め
た
い･･･

そ
ん
な
季
節
感
は
私

だ
け
の
感
覚
で
し
ょ
う
か
？
十
和
田
湖
を

愛
し
描
き
続
け
た
画
家
・
幡
山
の
掛
軸
、

馬
の
画
家
・
華
陽
の
墨
画
を
中
心
に
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
●
●

●
●
●

ま
で
●

月

日(
日)

10

15

先
生

織
田
廣
喜

１
９
９
４
年
８
月
１
日
の
当
美
術
館
開

館
か
ら
、
来
年

周
年
を
迎
え
よ
う
と
し

30

て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
沢
山
の
ご
来
賓
、

お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

中
央
画
壇
の
現
在
を
広
く
紹
介
し
て
く

れ
る
特
別
展
「
春
季
二
科
展
」
で
は
、
平

成

年
ま
で
計
８
回
の
開
催
と
な
り
ま
し

15
た
が
、
毎
回
二
科
会
か
ら
絵
画
部
、
彫
刻

部
の
先
生
方
が
お
見
え
に
な
り
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
花
を
添
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
方
を
囲
ん
で
お
話

を
交
わ
す
機
会
は
、
刺
激
に
満
ち
、
と
て

も
貴
重
な
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

開
館
３
周
年
の
年
、
当
時
御
年

才
の

83

織
田
廣
喜
先
生
は
、
ス
ー
ツ
姿
に
紙
袋
一

つ
、
中
に
は
一
泊
分
の
着
替
え
と
、
絵
筆

と
絵
の
具
だ
け
と
い
う
、
至
極
シ
ン
プ
ル

な
い
で
た
ち
で
七
戸
入
り
し
ま
し
た
。
宿

泊
さ
れ
た
蔦
温
泉
旅
館
で
は
、
翌
朝
、
美

術
館
へ
と
向
か
う
車
が
迎
え
に
来
て
も
ギ

リ
ギ
リ
ま
で
中
庭
で
ス
ケ
ッ
チ
を
さ
れ
ま

し
た
。
絵
筆
が
止
ま
る
ま
で
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
そ
の
集
中
力
、
真
摯
な
姿
に
深

く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

代
半

20

ば
の
若
輩
学
芸
員
に
も
、
思
い
や
り
を
も
っ

て
丁
寧
に
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
素
敵
な
先
生
で
す
か
ら
、
美
術

フ
ァ
ン
は
放
っ
て
は
お
き
ま
せ
ん
。
希
望

す
る
方
々
お
一
人
お
一
人
、
似
顔
絵
を
丁

寧
に
描
き
上
げ
「
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」

、

。

と
お
声
が
け
す
る
と
「
い
い
勉
強
を
さ
せ

、

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
穏
や
か
に
笑
わ

。

れ
る
の
で
す
。
重
鎮
を
成
し
た
方
と
い
う

の
は
こ
う
も
謙
虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

も
の
な
の
か･･･

歳
を
重
ね
る
た
び
に
、
あ

の
時
の
織
田
廣
喜
先
生
を
自
戒
の
念
を
込

(

Ａ
・
Ｏ)

め
て
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

▲渡辺貞一「雪 子」油彩の

▲戸村春樹「谺Ⅰ」メゾチント

の

（

）

▼

上
泉
華
陽

墨
画

題
不
詳

Ⅰ

織
田
廣
喜

▲

「
エ
チ
ュ
ー
ド
」
油
彩

▲
２
０
０
４
年
特
別
展

｢

な
ん
て
素
敵
な
織
田
廣

喜
展｣

で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
を
す
る
織
田
先
生

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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青
森
放
送
株
式
会
社
と
の
共
催
に
よ
る
﹁
模

型
の
タ
ミ
ヤ

Part3

キ
ミ
の
未
来
は

﹂

が
51
日
間
の
会
期
を
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
︒
県
内
外
か
ら
２
０
︐
２
４
０
人
も
の
お

客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
︒ 

            

  
 

７
月
８
日

︵
土
︶︑
９
日
︵
日
︶

の
２
日
間
︑
特
別

企
画
と
し
て
︑
七

戸
町
観
光
交
流

を
お

借
り
し
︑
青
森
プ

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
︒ 

   

７
月
８
日

︵
土
︶
︑
９
日

︵
日
︶︑
株
式
会

社
タ
ミ
ヤ
営
業

部
催
事
課
課
長
・

新
田
泰
三
氏
に

よ
る

を
行

い
ま
し
た
︒
タ
ミ

ヤ
創
業
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
や
製
品
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
︑
楽
し
く
解
説
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒ 

     

六

所
村
立
南
小
学
校
の
野
坂
佳
孝
校

長
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
︒

会
期
中
全
１
３
回
の
工
作
教
室
︑
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

                    

  

青
森
県
佐
井
村
の
長
福
寺
で
﹁
お
寺
で
あ

そ
ぼ
う
﹂
を

に
活
動
し
て
い
る
﹁
テ

に
よ
る
工
作
教
室
で
す
︒ 

                        

７
／
７
（
金
）
開
催
式 

株式会社タミヤ代表取締役会長 
田宮俊作様にご挨拶頂きました。 

工
作
イ
ベ
ン
ト 

模型のタミヤがやってきた Part３ 
つくって、あそんでキミの未来は無限大！ 

合

言
葉

 

★
青
森
発 

出
張 

寺
四
駆
！ 

★
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室 

先生お手製の説明書で、ミニ四駆
作りが初めての子どもたちもち
ょっと悩みながらも楽しそうに
作業していました。 

「出来た人は手を上げて～！」先生
の呼びかけに「はーい！」と元気よ
く返事する子どもたち。全員で力を
合わせてミニ四駆を作ります。 

作

後

 

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

テラヨンカーズのみなさん。 

完成後はみんなでレース！自分でつ
くったミニ四駆が走り出す達成感！
子どもたちのキラキラした表情が印
象的でした。 
 

会期中の出来事を２ページにわた
り振り返ります。 
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特
別
展
示
の
ミ
ニ
四
駆
を
１
／
１
ス
ケ

で
実
車
化
し
た
﹁
エ
ア
ロ
ア
バ
ン
テ
﹂︑

を
実
車
化
し

た
﹁

 

美
術
館
の
中
に
入
れ
た

の
？
﹂
と
不
思
議
に
思

方
も
た
く
さ
ん

そ
の
“

う
ら
が
わ
”

を
ご
紹
介
し
ま
す
︒ 

 

実
車
展
示
の
裏
側 

エアロアバンテ登場！ 

７/６（木）エアロアバンテが七戸
にやって来ました！青のボディ
がかっこいい！でもこのままだ
と搬入口を通りません･･･。 

美術館の中に入れるためにはタ
イヤを履き替えなくてはなりま
せん。炎天下の中、作業しました。 

タイヤに履き替えます。 

展示室まであと少し！ 

慎重に押して･･･ 

 

搬
入
口
を
通
過
！ 

８月 11 日（金）１万人目のお客様 ７月２８日（金）５千人目のお客様 

８月 18 日（金）１万５千人目のお客様 ９月３日（日）２万人目のお客様 

総入館者数は 

２０，２４０人！ 

展示室に到着！たくさんの方の協力で
無事に搬入することができました！ 
。 

本当にたくさんのご来館、
ありがとうございました。 

７月８日（土）初日、最初のお客様 

モンスタービートル！ 
こちらもタイヤを入れ替えて搬入。 
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模
型
の
タ
ミ
ヤ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
で
は
毎

週
土
曜
日

を
除

タ
ミ
ヤ
の
ツ
イ
ン

が
入

Ｔ

の

プ
を
作

 

 

体
験
の
会
場
は
美
術
館

の
中
程
に
あ
る
ラ
ン
プ
館
の
前
の
廊
下

来
館
さ

れ
た
方
の
目
に
と
ま
る
よ
う
あ
え
て
廊
下
で
行
い
ま
し

広
い
層
の
お
客
様
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

 

 

は
軽
量
粘
土
を
使

の
色
を
粘
土
に
練
り
込

Ｔ

の
型

で
く
り
抜

を
左
右
間

違
わ
な
い
様
に
ス
タ
ン
プ

焼
き
色
を
付
け
ま

好
み
の
焼
き
色
加
減
で
完
成

粘
土
は
自

然
乾
燥
で
１
日
乾
燥

 

 

普
段
は
申
込
み
さ
れ
た
方
の
み
と
お
話
し
す
る
の
で

こ
の
度
は
興
味
を
持

声
を
か
け
て
く
れ
た

多
く
の
方
々
と
お
話
し
を
す
る
こ
と
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

 

 
 

特別関連事業／模型のタミヤがやってきたPart3 体験イベント「つくって」「あそんで」 
スイーツデコレーション体験 

何度も言いますが、たべられません・・・ 

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
！ 

８
／
１９
・
２０
限
定
！ 

 

スイーツデコレーションとは軽量

粘土や樹脂粘土を用いてスイーツ

を本物そっくりに作り上げてデコ

レーションをするクラフト作品の

ことです。 

決してたべては 

いけません！！ 

 

模
型
の
タ
ミ
ヤ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
の

体
験
で
は
８
月
１９
日

２０
日
限
定
で

タ
ミ
ヤ
ス
タ

開
催

 

ま
ず
上
に
の
せ
る

う
さ
ぎ
り
ん
ご

く
ま
の

な

の
達
人

の

い

か
ら
好
き
な
色
の

粘
土

を
絞

上

う
さ
ぎ
り
ん
ご

や

く
ま
の

ス

を
の
せ
て

し
た
ら
完
成

思
わ
ず
食
べ

て
し
ま
い
そ
う
な

の
完
成

 

 
 

タミヤスタッフの

方にアイスマグネ

ットの作り方も教

わりました。２０日

以降「Ｔシャツクッ

キー」と「アイスマ

グネット」とどちら

も体験できる様に

しておりました。 

※こちらはイメージです 

おまけ 

今年も美術館裏でヤマトシジミを確認出来

ました。 

Part２の時に大発生していたなぁ。 

令和５年度 

「美術館あーとくらぶ」は 

１１月頃から開催する予定です。 

 

詳しくは 10 月頃ＨＰでお知らせ

致します。皆さまのご参加をお待ち

しております。 

 

タ
ミ
ヤ
展
を
振
り
返

今
回
の
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
３
は
今

ま
で
に
無
い
く
ら
い
盛
り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

見
回
す
と
家
族
で

楽
し
ん
で
い
る
光
景
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た

担
当
し
た

で
も

参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ま
に
体
験
を
通
し
て
楽
し
さ

を
知

担
当
者
の
私
が
楽
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

と
て
も
良
い
経
験
が
出
来
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◆

月
7

○○
４
日(

火)

・
タ
ミ
ヤ
展
展
示
作
業
〈
～

／
7

6

タ
ミ
ヤ(

株)

、
青
森
ス
タ
ジ
オ(

株)

、
当
財
団
〉

○○

日(

木)

６・
カ
メ
ラ
移
設
工
事

〈
セ
コ
ム(

株)

〉

○○

日(

金)

７・
タ
ミ
ヤ
展
開
催
式

・

テ
レ
ビ

出
演

R
A
B

w
i
t
h

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

土)

８・
タ
ミ
ヤ
展
初
日

〈
～

／

〉

9

3

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
開
催

〈
タ
ミ
ヤ(

株)

新
田
泰
三
氏
〉

・

ラ
ジ
オ
サ
タ
デ
ー
横
丁
出
演

R
A
B

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

9・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
佳
孝
氏
〉

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
開
催

〈
新
田
氏
〉

○○

日(

水)

12・

ラ
ジ
オ
ら
じ
す
く
！
エ
ア
出
演

R
A
B

〈
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

金)

14・

ラ
ジ
オ
あ
い
し
た

R
A
B

!!

お
さ
ん
ぽ
日
曜
日
収
録
〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

土)

15・
憩
い
の
広
場

ま
ん
ぷ
く

〈
利
用
者

名
職
員

名
ご
来
館
〉

6

2

・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
織
川
学
芸
員
、
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

16・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

月)

17・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

水)

19・
男
子
ト
イ
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃

〈(

有)

三
光
電
気
〉

・
電
気
設
備
定
期
点
検

〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

木)

20・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
・
設
置

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

・
七
戸
養
護
学
校
〈
生
徒

名
先
生

名
ご
来
館
〉

7

4

○○

日(

金)

21・

テ
レ
ビ

出
演

R
A
B

w
i
t
h

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

土)

22・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

23・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

金)

28・
「
タ
ミ
ヤ
展
」
入
場
者

千
人

5

達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

○○

日(

土)

29・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

30・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

◆

月
◆

8

○○

日(

火)

1・

打
合
せ

W
S

〈
七
戸
養
護
学
校
渡
辺
先
生
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

木)

3・
照
明

化
改
修
工
事
打
合
せ

L
E
D

〈
生
涯
学
習
課
、(

株)

石
川
設
計
、

当
財
団
〉

○○

日(

金)

4・
電
光
掲
示
板
取
付

〈
東
和
レ
ジ
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム(

株)

菊
池
氏
〉

○○

日(

土)

5・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室
〈
テ
ラ
ヨ
ン
カ
ー
ズ
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

・

ラ
ジ
オ
サ
タ
デ
ー
横
丁
出
演

R
A
B

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

6・
照
明

化
に
と
も
な
う

L
E
D

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
テ
ス
ト

〈
青
森
ス
タ
ジ
オ(

株)

〉

○○

日(

月)

7・
モ
ン
ス
タ
ー
ビ
ー
ト
ル
入
替

〈
タ
ミ
ヤ(

株)

、

青
森
ス
タ
ジ
オ(
株)
〉

○○

日(

水)

9・
松
木
満
史
作
品
打
合
せ

〈
郷
土
館
大
田
原
氏
ご
来
館
〉

○○

日(

木)

10・
七
戸
中
学
校
職
場
体
験
打
合
せ

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

・
電
気
設
備
定
期
点
検

〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

金)

11・
「
タ
ミ
ヤ
展
」
入
場
者

万
人

1

達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

○○

日(

土)

12・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

13・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

月)

14・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

火)

15・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

金)

18・
田
宮
会
長
ご
来
館

〈
～

／

〉

8

20

・
「
タ
ミ
ヤ
展
」
入
場
者

万

千
人

1

5

達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

○○

日(

土)

19・

ラ
ジ
オ
サ
タ
デ
ー
横
丁
出
演

R
A
B

〈
新
田
氏
、
遠
藤
学
芸
員
〉

・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室
〈
テ
ラ
ヨ
ン
カ
ー
ズ
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「
り
ん
ご
パ
フ
ェ
を
つ
く
ろ
う
」

〈
タ
ミ
ヤ
ス
タ
ッ
フ
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

日)

20・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室
〈
テ
ラ
ヨ
ン
カ
ー
ズ
〉

・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「
り
ん
ご
パ
フ
ェ
を
つ
く
ろ
う
」

〈
タ
ミ
ヤ
ス
タ
ッ
フ
、
織
川
学
芸
員
〉

・
六
カ
所
村
立
南
小
学
校
団
体
〈
子
ど
も

名
14

大
人

名
引
率

名
ご
来
館
〉

17

2

○○

日(

火)

22・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
・
設
置

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

・
電
光
掲
示
板
説
明

〈
東
和
レ
ジ
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム(

株)

菊
池
氏
〉

○○

日(

木)

24・
七
戸
養
護
学
校
〈
生
徒

名

名
ご
来
館
〉

4

2

○○

日(

金)

25・
友
の
会
旅
行
説
明
会

〈

工
房
〉

2
F

○○

日(

土)

26・
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
体
験

「

シ
ャ
ツ
ク
ッ
キ
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

T

〈
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

火)

29・
会
場
下
見

〈
公
社
東
北
障
が
い
者
芸
術
支
援
機
構

佐
藤
氏
、

晩
翠
画
廊

黒
須
氏
、
青
森
放
送(

株)

井
畑
氏
〉

○○

日(

水)

30・
七
戸
中
学
校
職
場
体
験

〈
～

／

〉

8

31

・

テ
レ
ビ

出
演

R
A
B

w
i
t
h

〈
遠
藤
学
芸
員
〉

○○

日(

木)

31・
タ
ミ
ヤ
展
見
学
〈
七
戸
養
護
学
校

生
徒

名
先
生

名

A
M

9

2

生
徒

名
先
生

名
ご
来
館
〉

P
M

4

2

・

ラ
ジ
オ
ら
じ
す
く
！
エ
ア
出
演

R
A
B

〈
織
川
学
芸
員
〉

◆

月
◆

9

○○
２
日(

土)

・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

○○

日(

日)
3・

タ
ミ
ヤ
展
最
終
日

・
ミ
ニ
四
駆
工
作
教
室

〈
野
坂
氏
〉

・
「
タ
ミ
ヤ
展
」
入
場
者

万
人

2

達
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

○○

日(

月)

4・
展
示
替
え
休
館
〈
～

／
9

15

ミ
ニ
四
駆
コ
ー
ス
撤
去
、
資
材
積
み
込
み
、

展
示
室
内
撤
去
〉

○○

日(

火)

5・
機
材
積
み
込
み
、
七
戸
小
学
校
テ
ン
ト
撤
去
、

モ
ン
ス
タ
ー
ビ
ー
ト
ル
搬
出

○○

日(

水)

6・
第
１
０
７
回
二
科
展
表
敬
訪
問

〈
大
沢
田
副
館
長
〉

・
七
宝
焼
き
打
合
せ
〈
中
央
公
民
館
田
嶋
氏
〉

○○

日(

金)

8・
プ
レ
ハ
ブ
撤
去

○○

日(

日)

10・
鷹
山
賞
応
募
締
切
日

・
七
彩
会
油
絵
教
室

〈
２
Ｆ
工
房
〉

○○

日(

火)

12・
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
太
田
氏
、
馬
場
氏
、

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
局
次
長
ご
来
館

・
電
気
設
備
定
期
点
検

〈
佐
藤
電
気
〉

○○

日(

金)

15・
タ
ミ
ヤ
展
御
礼
（
タ
ミ
ヤ
本
社
訪
問
）

〈
理
事
長
、
遠
藤
学
芸
員
、
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

土)

16・
常
設
展
初
日

〈
～

／

〉

10

15

○○

日(

火)

19・
タ
ミ
ヤ
展
御
礼
（
Ｒ
Ａ
Ｂ
本
社
訪
問
）

〈
理
事
長
、
常
務
理
事
、
大
沢
田
副
館
長
〉

○○

日(

水)

20・
会
報
入
稿
締
切
り

○○

日(

木)

21・
公
民
館
講
座
〈
南
公
民
館
／
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

金)

22・
弘
前
厚
生
学
院
子
ど
も
科

年
団
体

1

〈
生
徒

名
引
率

名
ご
来
館
〉

21

3

○○

日(

火)

26・
五
戸
町
民
大
学
講
座
団
体

〈
生
徒

名
引
率

名
ご
来
館
〉

20

2

○○

日(

火)

27
・
害
虫
ト
ラ
ッ
プ
回
収
・
設
置

〈
イ
カ
リ
消
毒(

株)

〉

○○

日(

木)

28・
鷹
山
賞
審
査
会
〈
～

／
9

29

二
科
会
濱
田
進
先
生
〉

・
公
民
館
講
座
〈
南
公
民
館
／
織
川
学
芸
員
〉

○○

日(

金)

29・
鷹
山
賞
審
査
会
〈
七
戸
町
長
、

七
戸
町
議
長
、
七
戸
町
教
育
長
、

二
科
会
濱
田
進
先
生
〉

○○

日(

土)

30・
会
報

号
発
送
作
業

1
1
2

常設展～10月15日（日）

10月21日（土）～11月12日（日）
※月曜休館（入館無料）

第9回 Art to You!
東北障がい者芸術全国公募展 青森展

主催：青森放送、

東北障がい者芸術支援機構

開催中

次回特別展
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彫
刻
家 

鈴
木
正
治
の
世
界 

Ⅱ 

―

愛
し
い
小
さ
な
作
品
た
ち―

 
  

今
夏
、
青
森
ね
ぶ
た
祭
が
四
年
ぶ
り
に
通

常
通
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
涯
、
青

森
の
地
で
制
作
し
た
鈴
木
さ
ん
も
郷
土
の
お

祭
り
が
好
き
で
、
ね
ぶ
た
の
み
な
ら
ず
、
え

ん
ぶ
り
や
立
佞
武
多
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作

品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
小
さ

な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ら
に
も
祭
り

を
題
材
と
し
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

鈴
木
さ
ん
の
彫
刻
の
魅
力
は
三
六
〇
度
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
楽
し
め
る
こ
と
で
す
。 

い
ず
れ
も
作
品
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
て
鑑

賞
し
て
い
る
と
、
鈴
木
さ
ん
本
人
が
楽
し
ん

で
制
作
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 
 

①
「
金
魚
ね
ぶ
た
」（
一
九
五
四
年
作
） 

高
さ
一
〇
㎝
に
満
た
な
い
作
品
で
す
が
、

そ
の
下
に
は
、
ね
ぶ
た
の
台
車
の
車
輪
が
あ

り
、
周
り
に
ね
ぶ
た
の
引
き
手
た
ち
の
顔
が

彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

   

②
「
青
森
丸
５
４
」（
一
九
五
四
年
作
） 

こ
れ
は
、
青
函
連
絡
船
と
蒸
気
機
関
車
を

彫
っ
た
も
の
で
、
連
絡
船
の
下
に
は
タ
グ
ボ

ー
ト
に
乗
っ
た
港
湾
労
働
者
た
ち
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。
裏
面
に
は
、
魚
の
漁
の
様
子
が

描
か
れ
て
い
た
り
、
街
灯
に
は
「
花
ま
つ

り
」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
り
、
じ
っ
く
り
見

る
と
、
い
ろ
い
ろ
想
像
を
巡
ら
す
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。 

 

 

③
津
軽
の
錦
石
に
線
彫
り
し
た
作
品 

上
が
「
り
ん
ご
樹
」、
下
が
一
寸
法
師
」。

ど
ち
ら
も
と
て
も
美
し
く
、
石
な
の
に
手
に

取
る
と
、
温
か
み
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

 ④
「
タ
ン
ジ
ョ
ウ
」
２
点 

木
彫
は
一
九
八
二
年
作
、
ハ
マ
グ
リ
の
貝

の
墨
絵
は
二
〇
〇
二
年
作
。 

釈
迦
誕
生
は
鈴
木
さ
ん
の
生
涯
の
テ
ー
マ

で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
は
手
の
ひ
ら
に
乗
る
サ
イ
ズ

で
、
と
て
も
愛
ら
し
い
で
す
。 

 

 

⑤
「
ね
ぶ
た
（
浦
島
太
郎
、
金
太
郎
、
桃
太

郎
）
と
え
ん
ぶ
り
」 

３
人
の
太
郎
を
並
べ
、
え
ん
ぶ
り
も
同
時

に
登
場
す
る
楽
し
い
墨
絵
で
す
。 

お
ま
け
に
、
未
年
生
ま
れ
の
鈴
木
さ
ん

は
、
自
ら
ま
さ
か
り
を
担
い
で
羊
に
乗
っ
て

い
る
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
で
、
絵
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
み
解
く
楽
し
み
も
隠
れ
て

い
ま
す
。 

 

                               

皆
さ
ま
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ノ
ー

ス
ラ
イ
ト
と
い
う
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

今
回
、
紹
介
し
た
小
さ
な
作
品
た
ち
を
手
に

取
っ
て
、
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ノ
ー
ス
ラ
イ
ト 

小
川
展
子 

 

正面 裏面 
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八
戸
市

照
井
壽
一

作
家
三
浦
哲
郎
（
１
９
３
１
～
２
０
１
０
）

の
唯
一
の
長
編
童
話
「
ユ
タ
と
ふ
し
ぎ
な
仲

間
た
ち
」
の
舞
台
、
金
田
一
温
泉
郷
を
５
月

初
旬
に
訪
ね
ま
し
た
。

昭
和

年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
児
童
向

46

け
の
作
品
は
、
金
田
一
温
泉
郷
出
身
の
父

親
か
ら
聞
い
た
座
敷
わ
ら
し
の
伝
説
を
も

と
に
書
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

物
語
は
、
父
親
を
失
っ
て
東
京
か
ら
母
親

の
故
郷
の
分
校
へ
転
校
し
て
き
た
気
弱
な
勇

太
少
年
が
ペ
ド
ロ
を
頭
と
す
る
９
人
の
座
敷

わ
ら
し
と
交
友
関
係
を
築
き
な
が
ら
村
の

子
供
た
ち
と
も
仲
良
く
な
り
、
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

「
金
田
一
温
泉
郷
て
く
て
く
マ
ッ
プ
」
を
片

手
に
木
造
の
学
び
舎
・
分
教
場
講
堂
、
座
敷

わ
ら
し
伝
説
の
宿
・
緑
風
荘
中
庭
の
亀
麿
神

社
、
長
川
に
架
か
る
で
あ
い
橋
（
通
称
ほ
た

る
橋
）
を
渡
り
、
だ
ん
じ
ゃ
坂
を
登
っ
て
三

浦
哲
郎
ゆ
か
り
の
家
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
金
田
一
温
泉
郷
は
、
哲
郎
氏
が
文

学
を
志
願
し

て
八
戸
市
か

ら
転
居
し
早

稲
田
大
学
文

学

部

へ
の
受

験
準
備
を
し

な
が
ら
過
ご

し
た
一
年
間

を
描
い
た
作

品
「
ブ
ン
ペ
と

湯
の
花
」
の
舞

台

で
あ

り
、

芥
川
賞
受
賞

作
「
忍
ぶ
川
」
の
主

人
公

が
新

婚
旅

行

に
出

か
け
た

「
Ｋ
温
泉
」
の
モ
デ

ル
で
、
実
際
に
哲

郎
氏
の
新
婚
旅
行

先
で
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

五
月
晴
れ
の
日

に
童
心
に
か
え
っ

て
座
敷
わ
ら
し
を
探
し
な
が
ら
歩
い
た
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
は
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
楽
し
く
、

心
に
残
る
一
日
で
し
た
。

○
参
考
資
料

自
作
へ
の
旅

三
浦
哲
郎
、

二
戸
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
の
他

八
戸
市

照
井
壽
一

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

平
素
か
ら
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会
員
の
皆
様

に
喜
ん
で
頂
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微
力
な
が
ら

地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の

郵
便
振
替
等
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
への
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
への
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
への
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記

皆
様
か
ら
美
術

館
訪
問
記
、
紀
行

文
等
の
ご
投
稿
を

頂
き
会
報
第
１
１
２

号
完
成
。
ご
協
力

に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。（

照
井
壽
一
）

☆ 会費納入について

美術館窓口、郵便振替に加え下記口座から
も納入出来ますのでご活用下さい。
○銀 行 名 青森銀行 七戸支店
○口座番号 ３０７３３７
○口座名義 鷹山宇一記念美術館友の会

会長 下山恭美子

座
敷
わ
ら
し
の
里

金
田
一
温
泉
郷
を
訪
ね
て

岩
手
県
二
戸
市

○「ダンジャ」に
案内され「だんじ
ゃ坂」を登り「ゆ
かりの家」に向か
いました。

三浦哲郎ゆかりの家

街灯で遊ぶペドロ

分教場講堂（旧長川小学校）

○全国的に有名な、緑風荘の座敷わらしは、
名を亀麿といい、病に倒れ6歳で亡くなった
男の子と伝えられているそうです。
平成21年に緑風荘は、火災にあいましたが、
家にいた亀麿は、中庭にある亀麿神社に避
難して無事だったそうです。

←亀麿神社入口を案内する「ヒノデロ」

○
皆
様
の
会
報
で

す
。
友
の
会
の
事
業

内
容
へ
の
ご
意
見
、

ご
要
望
、
美
術
館

訪
問
記
、
旅
行
記

等
、
お
便
り
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
字
数
：
８
０
０
字

程
度
）
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